
 
 

一般社団法人 日本臨床精神神経薬理学会 評議員選出規則 
 
 
第 １ 条（目的） 

一般社団法人日本臨床精神神経薬理学会（以下「本会」という）は、定款第１８条第３項に

もとづき、評議員の選出方法等に関する事項についてこの規則を定める。 
 

第 ２ 条（選出方法） 
評議員の選出は、定時評議員総会の決議によって行う。 

   Ⅱ． 次条に定める評議員候補者が定款第１８条第１項の定数を超過した場合は、定時評議員総会 
において選挙を実施して選出する。 

   Ⅲ． 選挙に関する事項については、本会の「役員選出規則」第３章乃至第６章（第３５条を除く） 
の規定を準用する。ただし、第３章における選挙管理委員会は理事会と読み替え、委員は理 
事と読み替えたうえ第１０条の員数規定は削除し、委員長は理事長があたり、第１８条の臨 
時評議員総会の規定を削除したうえ、役員を評議員と読み替え、第３２条を定款第１８条第 
１項と読み替える。 

 
第 ３ 条（評議員候補者の推薦） 

評議員候補者は、現任の評議員２名以上が共同して本会の正会員および一般会員（以下「正

会員等」という）の中から推薦する方法により指名される。 
Ⅱ． 前項の推薦をする評議員は、定時評議員総会が開催される日の２カ月前までに、次の書類を

理事長に提出しなければならない。 
（１）評議員２名以上の推薦状 
（２）履歴書（最終学歴、主な職歴および専攻研究のテーマを記載したもの） 
（３）業績目録 

Ⅲ． 評議員候補者は、３年以上継続して正会員等であり、十分な研究歴および研究実績を有する

者であって、かつ、選出にかかる定時評議員総会が行われる年の８月３１日現在に年齢満６

６歳未満の者でなければならない。 
Ⅳ． 推薦を受けた評議員候補者が、この推薦を辞退する場合には、定時評議員総会が開催される

日の１カ月前までに、理事長に対し書面によりその旨を届出なければならない。 
 
第 ４ 条（再任） 
     評議員は、再任することができる。 
 
第 ５ 条（定款および法令の準拠） 

この規則に規定のない事項は、すべて定款および「一般社団法人及び一般財団法人に関する

法律」その他の法令ならびに政省令に従う。 
 
 

附  則 
第 １ 条（最初に行われる評議員の選出） 

本規則にかかわらず、設立後、最初に行われる評議員の選出は、理事会の決議をもってする

ことができる。 


